
第１回での意見分類
※複数の項目に該当する意見は、いずれか１つに分類しております。

大項目 中項目 小項目

①堤防の住宅地側の整備 38

堤内地側整備 1

無機質にせず、石・植物を自然に見えるように 1

堤防上整備 8

堤防上の通行を制限する意見 7

川側への車両進入を防ぐ意見 1

堤内地側道路 21

道路幅を広くする（歩道整備の意見も含む） 7

道路幅を広くしすぎない 2

電線地中化に関する意見 6

都市ガスの引き込み　ライフラインについて 2

道路高を上げる 1

地下埋設物調査をしっかり行う 1

インターロッキングにする 1

ゴミ出しスペースを設ける 1

防災に関する意見 8

防災格納庫・備蓄庫・防火水槽等に関する意見 3

避難路・一時避難場所に関する意見 3

排水溝・排水路、雨水排水対策に関する意見 2

②公共空地の整備 12

公園・広場として整備する 10

野球・サッカー　広いスペースとしての公園 2

子どもの遊び場としての公園 2

安心・安全　防犯に配慮した公園 2

緑地・休憩場所、憩いの場としての公園 2

遊び場・花壇のある皆で利用する公園 1

二子玉公園（仮称）と一体的な公園 1

公園は無理につくらない 1

植栽をするという意見 1

③樹木 24

植える、もしくは残すという意見 22

松林を残す 5

桜を残す 3

桜を植える 3

緑を多くする、並木を植える等の意見　 3

花壇をつくる 2

鳥のさえずりが聞こえるような植樹をする 1

ハナミズキ等を植える 1

植えるならば小さい木が良い（清掃を考慮） 1

竹林の存廃についての意見 1

イメージ図のような植栽が良い 1

防犯に考慮した植栽をする 1

場所によっては植えないという意見 2

住宅地側の土盛、植木はしない（防犯・危険性） 1

堤防上の植樹はしない（眺望を妨げるため） 1

④水辺空間 16

川側へのアプローチ方法についての意見 4

高齢者・障害者・乳幼児に配慮したスロープ 2

体の不自由な方に配慮し、堤防を切り通しにする 1

川側への道は兵庫島と東急自動車学校の所 1

魚、鳥、植物など、環境に配慮する意見 4

親水性の向上に関する意見（親水公園・段上のり面） 2

利用に関する意見 6

散歩、ランニング用の道を川原に造る 1

広い土地はバーベキューや深夜花火に繋がる 1

簡単なキャンプファイヤーは可能か 1

福祉作業所前に渡しを設け、大山街道へ繋げる 1

遊泳禁止とする 1

魚釣りが可能な水辺 1

まちづくり全体への意見 20

懇談会に関する意見 5

堤防整備事業に関する意見 11

周辺地域に関する意見 4

計 130
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第１回懇談会で出た全意見

①堤防の住宅地側の整備
（堤内地側整備）

C 1 堤防住宅側を一直線は無機質なものにせず、石や植物を自然に見える用に考慮する

A 2
堤防上からののぞきの防止
堤防を低くする
歩道を川側だけにする

3 グレーの道は遊歩道に使用し、車両は通さない

4
 最高部について
人通りを少なくする
→家の中をのぞかれる

5
 暫定堤防の天端の利用については歩行道専用とし、遊歩道、サイクリング道路集団
ウォーキング等に利用しない

6
 堤防上を通すようにしない
×セキュリティー　安全安心
×プライバシー　快適

7 車を入れないようにして欲しい（モトクロス対策）

8
堤防上に道路をつくらない
防犯上の理由
家をのぞかれないよう

9 堤防上の歩道は歩けない用にして欲しい

10 電柱を埋める。

11 電柱の地中化

12 電柱の地中化（ガスはどうなる）

13 家と堤防との通路は出来るだけ２台交差出来るよう４ｍ以上

14
道路巾どれくらいになるのか
のぞかれる
各家の処理を考えていただけるのか？

15
駐車公害防止
道路幅の工夫

16

車道
スピードを出さないように
バンプ
巾を狭く/広くする
広くしすぎない

17 歩道と車道の整備

18

下流道路の巾
現状道路はすれ違うころがかなりストレスがある。
→出来るだけ広く
→歩道と車道を区別

19
堤防天端を4.5～2.5ｍにし用地を活用
但し天端の補強する。

20 この出っ張りはやめて欲しい

21 電線を地中化（カラス）

22 ②電線を地中に埋める

23 都市ガスの引き込み（道路整備のついでに）

24 ライフラインについて事務局の考え（次回までに）

25 電線の地中化

26 道路整備は地下埋をきちんと調査して

27 ①道路を出来るだけ高くする

28 内側道路はインターロッキングなど美しさを確保して雨水を地下に浸透出来るものにする

29 住宅沿いの道路に歩道を設けてほしい

30 内側道路沿いにゴミ出しのためのスペースを設ける

31
排水溝
排水路

32 一時避難場所の設置

33 防災格納庫

34 貯水層(火災の為)

35 域内雨水排水をどうするか？（対策を知りたい）

36 避難路

37 地震etcが起こったときのビチク庫、防火水槽があってほしい

38 マップ　避難　地震　ビチク庫　防火水槽（火災）

グループ 番号

B

C

A

C

①堤防の住宅地側の整備
（堤防上整備）

①堤防の住宅地側の整備
（堤内地側道路）

項目

①堤防の住宅地側の整備
（防災に関する意見）

内容

B

C

A



第１回懇談会で出た全意見
グループ 番号項目 内容

39
芝生を植えてサッカー、野球が出来るように
常に人々が出入り出来れば防犯になる。

40 公園は現在のように走り回れるスペースとして欲しい。

41 空間の広い所には芝生を植えて、子供の遊び場をつくってほしい。

42   一丁目７～９番地芝に植栽を植えて欲しい

43
公園をつくって欲しい
その時にトイレ、ゴミ箱等防犯を考えて欲しい

44 公園は無理に作らず

45
緑地のイメージ一般的な公園のように広場でボール遊びなどをするイメージよりも緑陰を提供する
緑地と休憩のためのベンチがある程度がよいと思う（ウォーキングの一里塚として）

46 緑色の場所は樹木等を植えて景観を保ち、川原に遊びに来る人の憩いの場にしたい

47 公共空地　遊び場　花壇　皆で利用しあえる

48 子供が安心して遊べる公園

49 二子玉公園（仮称）と一体的に

50 安心・安全な公園づくり（堤内に）

51 松林残せないのか？一丁目の環境出来るだけ残す。

52 樹木、花壇を植えて散歩出来るように魅力ある町にしたい。

53
樹木の移植
緑の確保

54 川原を行き交う人のために堤防内側に並木を欲しい。

55 二子玉川南地区を桜の名所にする（桜を1000本植える）

56
緑を多く
桜の木を植える

57
住宅地側の土盛り、植木は危険だから×
車のすれ違い時歩行者の安全が確保出来ない
物陰が出来てしまうので夜間の通行に危険である。

58
現自然環境を維持して街づくり
桜、松林等を残して整備する。（スクラッチ&ビルドを）

59
③横断②－③間の桜は残して整備
道路を無理矢理曲げて桜を切ることをしない

60 桜を残す

61 昔桜並木があったので桜を植えて欲しい

62

 松の移植
・     マツノザイセンチュウによる枯れの心配
①移植で弱った樹木が病気になりやすいと思われます。
②落着率も心配（移植後の）
③風をまともに受ける環境に移植されるのも心配

63 松林を含んだ形での整備

64 松林を残す

65 鳥のさえずりが聞ける植樹（バードウォッチングが可能な位）

66 竹林の存廃か、利用予定は現在あるのか

67 イメージ図の植栽スペースを是非実現して欲しい

68 松林などの伝統的な眺望の保存、再生

69 花壇

70 ③木を出来るだけ植える

71
堤防上に樹木を植えない
眺望を避ける（家の前）

72  木を植えるとしたら小さいものが良い（そうじが増える）

73 防犯上を考慮した植樹

74 ハナミズキetcがよい

75
ワンドや親水公園
水にふれあえる場をつくる

76 水鳥が住める環境をつくる。（アシなどを植える）

77 高齢者や乳幼児が歩けるよう勾配を緩やかにしたスロープをつくる。

78
現行堤防のように切り通しにする
体の不自由な方でも水辺まで行きやすい

79 散歩、ランニング用の道を川原に造って欲しい。

80 玉川福祉作業所の前に渡し場を設け大山街道につなげる。

81
雑草等植物観測
・ 顕微鏡等使用し、楽しく植物の勉強が出来る
・ より自然に（小規模）

82
川側へおりる道は兵庫島と東急自動車学校のところとする
図面に記載されている道は兵庫島周辺に

83 障害者、お年寄りに優しいスロープの作用

84

〈水際〉
川遊びを楽しくできるように
単調にならず
魚　鳥

85 水辺へのアプローチとして水際まで段状法面を数カ所設けて親水性を増したい

86 魚釣りのできる水辺

87 カワサギ ゴイサギ キジ ヒヨドリが走る　河川

88 広い土地があるとバーベキューや深夜の花火につながってしまう

89
簡単なキャンプファイヤーが団体申し込みで（期間限定）可能でしょうか
土を残す

C 90 遊泳禁止

③樹木

④水辺空間

B

C

A

B

C

A

②公共空地の整備

A

B



第１回懇談会で出た全意見
グループ 番号項目 内容

91 自然を残す

92
緑の名所
自然を生かす設計

93
場所のイメージ
自然の美観
生命、財産を守る場所

94 他に例のないようなランドスケープデザインにして欲しい。

95 災害に強い町づくり

96
マナーを守ってもらえる仕組みをつくってほしい。
モーターなどを使わせない、大きな音を立てさせないなど法を決めて取り締まりなどして欲しい。

97
地の利を活かした
街づくり　川まわり

98 二子玉川ならではの自然と繁栄のマッチしている町（FC参加出来る位）

99 二子玉川ならではの素的（後発体のメリット充分に）（FC参加できる）

100
地の利を活かしたアート作品の設置
ニューヨークMOMA参照

101 現在ある模型堤防は新しい堤防と一体化して欲しい

102 一丁目７～９番地芝に夜中に若者が集まるような状態をさけるための工夫を

103 砂塵対策

104 安全・安心なまちづくりの会

105 具体的な安心安全の町づくりについてしっかり意見を出し合っていくべき

106 騒音対策はしっかりして欲しい

107 騒音を出す輩を入れない、騒がせないような構築を

108 花火、バーベキューの禁止　ガードマン　パトロール

109 堤防完成後の清掃や草刈り、トラブル対応の対応窓口を設置して欲しい

110 風の影響は増大しないか？

A 111 家と堤防との空間のない人の意見を取り入れて出来るだけ要望に答えてあげたいと思います。

112 具体的なイメージがもてない

113 もっと的を絞って意見収集すべき

114 ディスカッションを先にして欲しい

115 女の人をもっと入れてやって欲しい

116 玉川一丁目1番～2番住人の環境の考え方をあまり考えずに南堤防につなげていないか。

117 現状の川側の仕上がり　どんなんなるか？

118
騒音の防止（花火、音楽、バーベキュー）
堤防を低くする。

119
防犯を配慮
堤防を低くする

120

堤防の高さ2.7m－1.5ｍ
出来たら1.8ｍ位に出来ないか
もしも？の時
草原を広く、大きく
高さの積み上げ
堤防の高さの見直し
※図による説明

121 計画法線位置はこれでよいと思いますが高さその他を1.5m低くして欲しい

122
基本的な話ですが二子玉川の計画高水位は田園調布や石橋と比べて高すぎると思います。
現実の過去（30年の）増水時の記録をちゃんと踏まえて論じたい。

123 堤防の法線は維持しても堤防高は必要以上あるようだ

124 堤防の位置を川側に移動出来ないか　騒音防止に有効では？

125 スーパー堤防計画はまだ存在するのか？

126 堤防建設は反対、住環境は悪くなる

127 3丁目の野川の強化

128 兵庫橋の高さ

129 自動車の排気ガスの域内流入をどうする？

130 多摩堤通の排気ガス公害防止のために旧堤防に緑のグリーンベルト帯をつくる。

B

C

Ａ周辺地域に関する意見

まちづくり全体への意見

A

C

B

懇談会に関する意見

堤防整備事業に関する意見

C

A


